
平成２８年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取組の
課題

医療費の増加に伴う財源確保。償還払
いによる支給事務の煩雑化。

④今後の
改善計画

医療費の増加、受給者の増加に対処す
るため、引き続き事務改善を行う。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した

取組

子ども医療費助成規則に定められた事
務処理の範囲内で事務改善を行う。

保護者の申請簡素化のために、様式等
の変更を行った。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ａ　必要性が高まると
考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

2.20

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成2８年度

2.92 2.92 2.92

18,402,320 19,766,320 18,370,480

2.20

749,402,657

368,832,656 461,990,788 520,628,657

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

575,820,976 689,941,108 767,773,137

平成２４年１２月から入院費に係る助
成が中学校３年生まで、平成２５年１
２月から通院費に係る助成が小学校６
年生まで拡大し,さらに平成２６年１２
月から中学校３年生までの拡大したこ
とにより、現物給付、償還払いの件数
が増加し、助成に係る事業費は毎年増
加しており、今後さらなる事業費の増
額が見込まれる。

平成2６年度 平成2７年度

557,418,656 670,174,788

2.20

件 ↗↗↗400,736 実績（現年度/前年度）309,453 361,778

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

子ども医療費支給件数
（償還払い）

6,264 7,039 7,067 件 ↗↗↗ 実績（現年度/前年度）

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

中学校修了前の子どもの保
護者

意図
事業
目的

０５

対象

子どもの医療に要する費用を負担する保護者に対し、その費用の全部又は一部を助成する。
助成方法：受給券による現物給付又は償還払い

子ども医療費助成は、平成２１年８月から毎年助成対象年齢を引き上げて拡大し、平成２６年
１２月に中学校３年生まで拡大した。また、平成２３年８月から所得制限を廃止し、自己負担
金３００円を２００円に引き下げた。

子どもの保健対策の充実及び経済的負担の軽減を図り、子ど
もの保健の向上及び子育て支援の充実に寄与する。

主管課長 熊井　彰安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり

会計 小事大事

０１

目項

０４ ０１ ０１ ０３

子ども医療費支給件数
（現物給付）

事業名

政　策
施　策

04

4-1

子ども医療費助成事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 子ども家庭課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

⑤

⑥

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

③

④


